
令和 8 年 5 月 20 日 

会 員 各 位 

（公社）高知県理学療法士協会 

会   長  大畑  剛 

第 40 回高知県理学療法学会 

学 会 長  東 大和生 

準備委員長  中山  剛 

 

第 40 回 高知県理学療法学会のご案内 
 

拝啓 

 会員の皆様におかれましては、時下益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 

 さて、このたび第 40 回高知県理学療法学会を開催する運びとなりました。ご多用とは存じますが、

多くの会員の皆様の演題発表とご参加を戴きますようご案内申し上げます。 

敬具 

 

 

【 趣 意 】 

   

現在、わが国の地域医療は大きな転換期を迎えています。急速な少子高齢化と都市部への人口流出に

伴い、地方における人口減少は深刻さを増し、医療・介護提供体制の維持はこれまで以上に困難な状況

に直面しています。理学療法士にとっても、限られた人的資源の中でいかに質の高いサービスを継続し、

次代を担う人材を育成・確保していくかは、避けては通れない喫緊の課題です。 

そこで、本学会では「理学療法 × Society 5.0」をテーマとしました。Society5.0とは仮想空間と

現実空間を高度に融合させ、経済発展と社会的課題の解決を両立する人間中心の社会を指します。ゆえ

にそこで求められる、医療 DXの推進、生成 AIの活用など新たな理学療法の価値創造を議論する場にし

たいと考えています。特別講演Ⅰでは、「ウェアラブルと自動化で実装する 24 時間行動評価〜フレイル

予防から地域の健康づくりへ〜」と題し、関西医科大学リハビリテーション学部教授の野村卓生先生に

ご講演いただきます。ウェアラブルデバイスを用いた地域展開、実装戦略について、地域との接点を中

心にお話しいただく予定です。特別講演Ⅱでは、「AX（AI Transformation）による理学療法の業務改革」

と題し、近森病院リハビリテーション部の高芝潤先生にご講演いただきます。令和 8年度診療報酬改定

にも反映された生成 AIを活用した業務改革について具体的な実践経験をお話しいただく予定です。 

本学会は、現地とオンラインのハイブリッド形式での開催を予定しています。皆様のご参加を心より

お待ちしております。  

 

【 開催要項 】 

 

■ 期   日 ：令和 8 年 12 月 6 日（日） 

■ 開 催 形 式 ：対面開催と Web 開催のハイブリッド 

■ 会   場 ：窪川四万十会館 

（〒781-5103 高知県高岡郡四万十町香月が丘 8 番 102 号） 

■ 学会テーマ ：「理学療法×Society5.0」 

■ 特 別 講 演Ⅰ：「ウェアラブルと自動化で実装する 24 時間行動評価〜フレイル予防から地域の

健康づくりへ〜」 

講 師  野村 卓生 先生 

（関西医科大学 リハビリテーション学部 教授） 

特 別 講 演Ⅱ：「AX（AI Transformation）による理学療法の業務改革」 

講 師  高芝 潤 先生 

（近森リハビリテーション病院 近森会チーム AX リーダー） 

■ 発 表 演 題 ：一般演題（20 題） 

 

以 上 


